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        第２２号          平成２４年７月 
 
 

 
 
 

 

このたび会員各位のご推挙により、ＮＰＯ法人大阪府砂防ボランティア協会の理

事長に就任致しました。一言ご挨拶を申し上げます。 

昨年は新燃岳の噴火や東北大地震そして津波、さらに台風１２号等の記録的な土

砂災害がありました。被災された方々に心からお見舞い申し上げますとともに復旧

にたずさわられた方々の大変なご苦労に対し深く敬意を表します。このように繰り

返され発生する土砂災害に対して「減災」という観点から、我々ボランティアが使

命としている啓発活動や避難訓練に対して、地域社会からのニーズがより高まって

いる状況であると認識しております。 

さて当協会は平成８年度に設立され、その後平成１５年度にＮＰＯ法人化されました。昨年度には１５周

年を迎え、今までの活動や先輩方のご苦労を記録して「土砂災害から命を守ろう」と題して１５年の歩みが

とりまとめました。編集委員の一員として諸先輩の過去の様々な取り組みやご苦労を知り、これからの協会

運営に是非 活用して参りたいと思います。 

しかし、当協会を取り巻く環境はここ数年で激変しております。まず構成会員の高齢化が進み、実際の活

動に参加できる実働人員が減少しております。大阪府のＯＢだけではなく市町村職員・ＯＢの方、その他砂

防に関心のある幅広い方々にも当協会への入会と積極的な活動への参加をお願いしていかねばならないと

考えております。また、一般の方々に対し、協会の通常の土砂災害対策活動に加え、ＰＲに力を入れ、協会

の力を今以上に活用していただくなどによりニーズに応えて参りたいと思います。 

協会が充実した活動を継続、発展していくためには大阪府、府下市町村との連携、協力を基礎として理事

をはじめ会員の皆様の積極的なご協力が不可欠であります。協会運営には多くの課題はございますが、微力

ながら一生懸命取り組んでまいりますので皆様のご支援をどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

平成２２年度から２年間理事長を勤めさせていただきました。２３年度に大阪府砂防ボランティア協会発

足１５年目の記念誌を発行することになり、過去の歩みを紐解いてみました。われわれの知らなかった先輩

方のご苦労を知り、改めてこの組織を着実に守り育ててゆくことの大切さを認識しました。また、この年の

３月には「東北地方太平洋沖地震」の津波により東日本が、９月には台風１２号による豪雨で奈良・和歌山

で、歴史に残るような災害が相次いで発生した年でありました。多くの命が失われました。これらの災害で

生死の境を分けたのは「防災意識」であり「避難訓練」であったと言われております。われわれの活動は土

砂災害防止のためのソフト対策すなわち危険箇所の調査・点検そして地域の皆様への啓発活動であり、この

たびの災害によりその重要性を再認識しました。 

この２年間に５７６箇所と４８０箇所の危険箇所調査を実施する一方、市役所、学校、自治会での災害対

策訓練や出前講座・ワークショップへの参加も年々増え、且つ会員のスキルアップのために講習会・研修会

を精力的に実施してきました。この実績は今後の活動のための基礎となります。また本年３月には新たな場

所に事務局を移転しました。これらの行動をスムーズに行えたのは理事をはじめ会員および関係機関の皆様

の多大な協力とご支援によるものと深く感謝しております。協会の課題として、運営資金の継続的な確保や

新規会員の確保など難題を抱えておりますが、毎年繰り返し発生する土砂災害から命を守るために、砂防ボ

ランティア協会への周囲の期待と関心は高まっております。大江理事長始め理事の皆さまよろしくお願いい

たします。 

今後の協会の益々の発展を祈念して理事長退任の挨拶とさせていただきます。 

 

☆☆  新新理理事事長長ああいいささつつ                          大大江江  徹徹  

☆☆  前前理理事事長長退退任任ああいいささつつ                      丸丸山山  明明    
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☆☆  平平成成 22４４年年度度通通常常総総会会をを開開催催  
５月１８日（金）、この３月に移転した事務所に隣接する「エル大阪」で通常総会を開催し、平成２３年度事業 

報告・決算報告を承認、平成２４年度事業計画・予算を審議し決定しました。 

役員改選に伴う新体制は以下のとおりです。 

  執行体制 

理事長 大江 徹 

副理事長 藤本光大     井上 整 

理 事 
吉村 滋（総務） 若菜邦雄（広報） 東郷 茂（財務） 

中田 智（企画） 上畑憲光（受託事業）下清水則男（地域調整） 

監 事 川﨑茂晴     平井俊郎 

ブロック長 
（池田）上畑憲光 （茨木）東郷 茂 （枚方）下清水則男 

（八尾）川口惠司  （富田林）吉田勝義  （鳳）田中拓夫  （岸和田）阿部捷歳

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、総会終了後には平成 24年度第１回の会員研修会を開催しました。 

 

☆☆  平平成成 22３３年年度度  活活動動概概要要のの報報告告  

 地域調整委員会活動                

土砂災害から府民の命を守るため、大阪府や市町村と連携して土砂災害防止のための点検調査や防災意

識の向上・啓発に努めました。 

土砂災害危険箇所の「パトロール」・「緊急点検」等（２０回３５人）、行政や地域住民等を対象とした「出前講

座」(５回１２人)、住民と一緒になっての「地区単位のハザードマップの作成」(７回１３人)等、会員の啓発活動は 

３２ 回、延べ参加人員６０ 名となりました。 

また、会員を対象に効果的な啓発活動を行うため「地域活動のスキルＵＰ研修会」を実施し、その後の出前講

座等において大いに役立ち、その効果も十分に発揮できたと考えております。 

会員の積極的なボランティア活動は府民からも好意的に受け止められており、所期の目標を達することができ

たと思っております。 

  

 

福井大阪府ダム砂防課長のご挨拶   通常総会の審議状況 

出前講座（千早赤坂村中津原地区）ハザードマップ作成のＷＳ 
（河内長野市天美地区） 

清掃活動（八尾市黒谷地区市民の森）

大阪府砂防ボランティア協会 



                                   - 3 -

 危険斜面等の緊急診断                

 平成２３年度調査は、前年につづき箇所数も多く、秋から年明けにわたり長期に及ぶものであり、担当した会

員、調査員相互の緊密な連携、各自の健康管理などが必要であり、予定通りの工期で終了できたことは大きな

実績になったと思われます。 

１．平成23年度 調査概要 

   調査箇所数：  大阪府下４８０箇所（能勢町から岬町に亘る急傾斜地崩壊危険箇所※） 

   調査期間：   平成 2３年９月２０日～平成2４年２月２９日 

   調査会員：    3２名  延 １６０人日 

   雇用調査員：   1５名  延１０８０人日 

  ※急傾斜地崩壊危険箇所： 傾斜度３０度以上、高さ５ｍ以上の急傾斜地で、人家(官公署、学校、病院等

の公共的な施設のある場所を含む)に被害を及ぼすおそれがある場所です。 

 

２．調査実績  （Ⅰ：人家５戸以上 Ⅱ：人家１～４戸 Ⅲ人家なし） 

危険箇所 

ランク 
府下全体 H14 H15 H1６ H1７ H1８ H19 H20 H21 H2２ H2３ 合計 

Ⅰ 896 360 359 128 ― ― ― 77 174 ２36 ３９ 1,334

Ⅱ 1,115 ― ― 162 201 250 102 23 ― 340 441 1,078

Ⅲ 346 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

３．調査にあたって 

この調査により、斜面判定士として貴重な経験を積めるとともに、府民と直接話をすることで土砂災害啓発活

動ができたことは、当協会及び会員にとって大変有意義なものであります。今後も頑張って調査を受注していき

たいと思います。会員の皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
斜面状況の調査 斜面状況の説明と早めの避難を啓発 

砂防ボランティア通信第2２号（平成2４年７月）
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 研 修 会・講 習 会                   

１．砂防施設見学会 

 平成２３年１１月１６日（水）、会員２７名・大阪府関係者７名 計３４名の参加をえて、兵庫県佐用町の砂防施設

見学会を開催しました。平成２１年８月の９号台風では佐用町で最大２４時間雨量３２７mm、1 時間雨量８９mm の

豪雨による土砂災害と住民が避難途中での流出被害など死者１８名・行方不明者２名など甚大な被害がありまし

た。急傾斜地崩壊対策事業（急）大向地区、砂防激甚災害特別緊急事業（砂）安井谷川、災害関連緊急

治山事業・上石井、災害関連緊急砂防事業（砂）東谷川、および災害関連事業（二）幕山川を訪れ、災

害復旧状況と避難の在り方について研修しました。 

 
今回、意義ある研修の実施と会員相互の親睦を図ることができたことに対し、会員各位の御協力並びにお世

話になった兵庫県・大阪府の担当者の方々に心よりお礼を申し上げます。 

 

2． 砂防研修会 

（１） 平成２３年５月１８日、「通常総会」に引き続き、会員研修会を開催しました。 

「平成22年度土砂災害」 

 講師 大阪府河川室 吉川泰司氏 

「東日本大震災・津波災害と大阪府の取り組み」                        

講師 大阪府危機管理室 看舎邦亮氏 

（２）平成２３年１２月１７日 土砂災害に関する講習会 

（京都市：近畿２府４県の砂防ボランティア協会共催） 

（３） 平成２４年２月８日「水害・土砂災害に関する防災講演 

会」を大阪府砂防協会・河川協会と共同で開催しました。 

「台風１２号の災害と対応状況」 

   講師 国土交通省近畿整備局 小山下英文氏 

「地域防災力の向上」）  

   講師 山口大学大学院准教授 瀧本浩一氏 

（４） 平成２４年５月１８日、「通常総会」に引き続き、会員 

研修会を開催しました。 

「土砂災害とボランティア活動について」 

講師：京都府立大学教授 松村和樹氏 

「平成２３年度 土砂災害について」 

講師：大阪府河川室 井上洋之氏 

 

 

 

兵庫県佐用町の砂防施設

瀧本准教授の講演 

松村教授の講演 
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近年府庁からの斜面地調査の発注方式が変更されたため、予算確保の面から専従事務員の雇用が続けら

れなくなった。また、従前のように多くの新規入会会員の確保も期待できない中で、長期にわたり役員を務めな

ければならないなど当協会の役員人事・運営面でしんどい・厳しい状況になっている。そのような中、頑張ってい

る各役員の貢献が今日の当協会活動の原動力になっていることを理解してほしい。 

しかし、いつまでこのまま続けられるのか。役員個人にとっても経済的収入の減少、時間の制限（むしろ余裕

がでる？）、家庭の事情、体力の衰えなどのマイナス面の事情が多くなるのである。もう辞めたいと弱音を吐きた

い気持ちになるのもよくわかる。 

だが、後ろ向きのことばかり考えても有意義ではない。これまで活動をやってきた意味・意義や楽しいことなど

プラス面をいまこそ考えてみることが大事だと思う。 

① 長年の技術・経験・スキルを生かして社会に恩返しができる。 
② 砂防行政を担ってきた先輩として、現役の後輩に応援ができる。 
③ 共に活動を支えてきた会員との交流を通じて友情・尊敬・連帯・達成感を持てるし、特に楽しい懇親がで
きる。 

④ NPO法人を創り、発展させてきた自負と継続させていく責任を感じることができる。 
⑤ 常に社会との強いつながりの意識を持つことができる。 
⑥ 協会本来の目的「危険地に住む人の命の安全確保」に寄与できる。 
などなど 

他にも個人にとって意義の中身はあるだろうと思う。昨年大阪府砂防ボランティア協会が設立１５周年を迎える

ことができたのは大変喜ばしいことだ。今後も継続発展させるためには、この協会を支える会員と役員が力を合

わせて頑張っていくことが最重要である。そのため今一度、自分にとってボランティア活動の位置づけを見つめ、

上記のプラス面等を再確認してほしい。 

会員と役員が力を合わせて、砂防ボランティア活動を通じ、世のため、人のため、自分のため、楽しく生き生き

とした人生をできるだけ続けていければ大変幸せと考える。 

 

 

 

砂防トピック              －大阪府都市整備部河川室ダム砂防課－ 
◎ 防災情報は「大阪防災ネット」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/index.html 

◎ 土砂災害防災情報は「土砂災害の防災情報」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/sabou/Index.html 

◎ 市町村ごとの「大雨・洪水警報などの気象情報」、「台風、地震・津波 

情報」、「災害時の避難勧告・避難指示」、「土砂災害警戒情報」等を携帯 

電話メールで配信しています。 

受信するには下記アドレスに空メールを送信 

メールアドレス ⇒ touroku@osaka-bousai.net 

◎ 昨年度、大阪府砂防ボランティア協会にご協力をいただき、2市3地区で地域住民とのワー

クショップ形式による地域版ハザードマップを作成しました。本年 6 月の土砂災害防止月間

に河内長野市天見地区では作成した地域版ハザードマップを活用した防災訓練の実施をしま

した。今年度も地域版ハザードマップを作成する予定です。引き続き、大阪府砂防ボランテ

ィア協会様のご協力よろしくお願いいたします。 

携帯の登録メールの 

QRコードはこちら 

 

☆ 楽しく生き生きとした砂防ボンティア活動のために―――ある役員の声  

砂防ボランティア通信第2２号（平成2４年７月）
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  協協協会会会トトトピピピッッッククク １５年誌【土砂災害から命を守ろう】の発行    副理事長 藤本光大 
 

阪神淡路大震災後からの復興、そして毎年各地で起こる様々な土砂 

災害の経験を経て、当協会の役割について重要性と期待が増す中、平成

２３年９月に１５年を迎えました。 

記念誌の作成に約１年掛けて完成しましたが、資料を整理する中で、 

先輩諸氏のご苦労や当時の状況が解ります。 

１５年誌の発行に当たりましては、協会役員また関係者に資料提供いた

だき大変感謝いたしております。 

会員並び関係各位に冊子を配布した所でありますが、今後の活動の 

一助となればと思っています。 

最後に、当協会が益々活性化するよう、皆様方の一層のご支援、ご協力      

をお願い申し上げます。 

 

 

 

・10月 砂防施設見学会・砂防ボランティア研修会 

・１月  水害・土砂災害に関する防災講演会（大阪府砂防協会・河川協会と共同開催） 

・２月  土砂災害に関する講習会（近畿ブロック）近畿２府４県の砂防ボランティア協会共催 

今年度は大阪府砂防ボランティア協会が当番です。関係者の皆様方のご支援、ご協力をお願

いします。 
 

 

 

新事務所は「エルおおさか(大阪府立労働センター)南館」の西隣のビル４Ｆです。 

地下鉄谷町線「天満橋」駅から西へ約５００ｍです。 

お近くに来られた際には是非お立ち寄りください。   

 

 

○◎○◎○◎○◎●当協会を支援いただいている企業賛助会員(ｱｲｳｴｵ順)●◎○◎○◎○◎○ 

㈱淺沼組、㈱エヌイーエス、応用地質㈱、㈱奥村組、㈱竹中土木 

㈱浪速技研コンサルタント、日本工営㈱、㈱ニュージェック 

特定非営利活動法人 大阪府砂防ボランティア協会 

〒54０-00３３大阪市中央区石町２-５-８大阪屋中之島ビル４F 

TEL/FAX 06-6８０９-７1２２ 

Ｅ-mail:osakasabovo@tea.ocn.ne.jp 

http://www18.ocn.ne,jp/~o-sabo/ 

＜“砂防ボランティア”・会員募集中 ＞ 

年齢、性別、経験（砂防に関する知識等）は問いません。 

＜当協会の構成＞ 

正会員  ７９名 

賛助会員 

個人  ４人 

法人  ８社 

斜面判定士５６人 

（平成２４年５月現在）

☆☆  平成２４年度の主な事業予定 

☆☆  事事務務所所移移転転ののおお知知ららせせ 
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